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明るい村づくりに寄与

定期総会とレクリエーション大会盛況
＿村老人クラブ連合会－
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∴
　
小

分
圧
に
お
き
王
し
て
も
．
H
尺
首
位
の

多
人
な
る
ご
協
り
に
よ
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・
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催
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〓
そ
れ
に
役
目

た
ち
に
と
る
古
仙
∵
〓
某
の
溝
与
や
兢
明

日
古
此
水
の
ク
で
す
∵
－
、
エ
イ
サ
ー

な
ど
の
∵
？
エ
テ
J
I
に
〓
ん
た
H
L

的
か
も
二
、
会
場
は
某
し
い
乙
二
ヤ
か

な
分
囲
．
八
に
つ
つ
ま
れ
　
に
さ
わ
い
ま

し
た

入
十
着
は
次
の
と
お
り

へ
ち
ま

一
等
＝
徳
里
政
良

二
等
＝
批
付
憲
付
、
北
川
門
如

三
等
＝
川
場
盛
山
、
川
沌
ア
ハ
∵
企
叫

帖
松
∴
〓
城
．
†
＝
洋
友
れ
州
ヤ

川
礼
ウ
ノ
、
－
城
・
…
咽
、
化
城
可
橘

崎
叫
や
隼
　
知
れ
十
エ

に
が
う
り

一
等
＝
油
日
項
…
山
保

二
等
＝
古
川
得
直
、
仰
k
高

三
等
＝
北
川
日
加
、
里
川
偵
畑
、
即
日

ノ
小
沼
、
化
城
吋
盛
、
ケ
叫
帖
梢
、
半

安
座
刷
松
、
池
帰
武
へ
　
川
場
盛
山

地
帰
ウ
マ
、
H
城
・
≠
∴

盆
栽

特
等
＝
〓
俵
ム
…
、
≠

一
等
＝
池
帰
早
＝
川

二
等
＝
知
念
妃
山
、
徳
1
－
も
政
良
、
比
嘉

L

l

∬

＝

三
等
＝
古
淵
宏
雛
、
仰
．
里
廿
里
古
淵

得
溝
．
伸
H
吏
直
助
．
伊
札
永
行
、

・
H
友
れ
剛
勇



衰1稽祉年金の増鐸r50年10月から1

種　　　別 ��改　　　正　　　　前 �改　　　正　　　後 

老齢福祉年金 ��90，000円（月額7，500円） �144，000円（月額12，000円） 

障害 福祉年金 �1級 �135，600円（月額11，300円） �216，000円（月額18，000円） 

2枚 �90，000円（月額7，500円） �144，000円（月額12，000円） 

母子福祉年金 準母子福祉年金 ��117，600円（月額9，800円） �187，200円（月額15，600円） 

老齢特別給付金 ��66，000円（月額5，500円） �108，000円（月額9．000円） 

衰2　拠出年金の犠顆（50年9月から）

年　金種　別　等 ���改　　正　　　前 �改　　　正　　　後 

老 齢 年 金 �高 齢 者 �10年年金 �174．150円（月額14，5125円） �212，250円（月額17，6紀5円） 

5　　　年 �111，456円（月額　9，288円） �135，840円（月額11，320円） 

一般（25年年金） ��278，640円（月額23，220円） �339，600円（月額28，300円） 

一般と付加年金 　（25年年金） ��338，640円（月額28，220円） �399，600円（月額33，300円） 

障害年金 ��1級 �348，300円（月額29．025円） �424，500円（月額35，375円） 
2級 �278，640円（月額23．220円） �339，600円（月額28，300円） 

母子準母 ��子等1人 �278，640円（月額23，220円） �339，600円（月額28，300円） 
子・遺児 年金 ��子等2人 �288，240円（月額24，020円） �349，200円（月額29，1イ）0円） 

有期年金の最低保障額 ���90，000円（月額　7，500円） �144，000円（月額12，000円） 

一3－

酢
誓
閏
冗
閲

国
民
年
金
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

国
民
年
金
は
、
年
々
、
内
容
が
改
善

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
さ
き
ご
ろ

の
国
会
で
改
正
法
経
が
成
立
し
て
次
の

よ
う
に
充
東
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
年
金
は
、
本
年
十
月
か
ら
衷
1

の
と
お
り
、
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

（去1）

拠
出
年
金
は
、
梢
智
者
物
価
の
変
動

に
応
じ
て
、
本
年
九
月
か
ら
衷
2
の
よ

う
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

（表2）

な
お
、
右
の
う
ち
五
年
年
金
は
、
十

日
分
か
ら
更
に
十
五
万
六
千
円
へ
日
柄

一
万
三
千
円
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
の
納
付
期
間
が
短
か
っ

た
方
に
は
、
六
十
九
歳
ま
で
拠
出
の
老

令
年
金
を
、
ま
た
七
十
歳
か
ら
先
は
老

令
福
祉
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
し
て

い
た
「
有
期
年
金
」
の
制
度
は
慢
止
さ

れ
て
七
十
歳
以
後
も
拠
出
の
老
令
年
金

へ
毅
低
保
障
翻
十
四
万
四
千
円
）
を
支
給

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
保
険
料
の
細
は
、
現
在
の
千

百
円
が
、
五
十
一
年
四
月
分
か
ら
千
四

百
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
未
納

保
険
料
は
あ
り
ま

せ
ん
か

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

な
い
で
し
上
ご
つ
か
。
こ
れ
を
期
限
ま
で

に
納
め
な
い
と
、
将
来
、
老
骨
年
金
や

障
収
‖
年
金
、
母
子
年
金
な
ど
す
べ
て
の

年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

保
険
料
は
、
必
ず
納
期
限
ま
で
に
忘

れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
期
限
は
、
砧
年
六
月
、
九
月
、
翌

年
の
十
二
月
、
三
月
の
各
月
の
末
日
で

す
。
か
よ
う
に
三
か
月
分
づ
つ
を
、
年

四
回
に
分
け
て
毅
寄
り
の
金
融
機
関
（
銀

行
、
農
協
、
コ
ザ
〓
卑
役
場
内
琉
組

派
出
所
）
に
納
め
ま
す
。

も
し
、
翌
年
の
四
月
末
日
を
す
ぎ
ま

す
と
、
直
接
社
会
保
険
事
務
所
へ
納
め

る
こ
と
に
な
り
す
ま
し
、
さ
ら
に
二
か

年
が
す
ぎ
ま
す
と
、
時
効
に
よ
っ
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ます。ま
た
、
保
険
料
は
一
年
分
を
ま
と
め

て
前
納
す
る
こ
と
も
で
き
、
前
納
す
る

と
保
険
料
が
割
引
か
れ
る
ほ
か
、
毎
回

納
め
る
手
間
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
、
く
わ
し

い
こ
と
は
村
役
場
国
民
年
金
係
に
お
た
　
　
れ
る
特
別
の
計
ら
い
と
し
て
、
十
二
月
　
で
、
ま
と
め
て
納
め
ら
れ
る
特
例
が
設

ず
ね
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
末
日
ま
で
な
ら
ば
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
　
け
ち
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
お
心
当
り
の

特
に
今
年
は
、
こ
れ
が
展
後
と
思
わ
　
以
前
の
未
納
保
険
料
を
月
九
百
円
の
刊
　
方
は
急
い
で
連
結
し
て
く
だ
さ
い
。



篇婚相談所

那覇バスターミナル

←旧一号線（旭稀）へ

沖縄社会稽祉センター

小型船舶を所有される皆様へ

受検の期限 
船 �の �用 �途 

船 

の 

長 

さ 

その他の フレン′ヤ モ－タ－ポ－ト �小型船舶 

4m以上 �10m以上 �昭和50年3月31日まで 
12m未満 �12m未満 

3m以上 �8m以上 �昭和51年3月31日まで 
4　m未i繭 �10m未il均 

昭和52年3月31日まで 3m未i椅 

身
体
障
全
日
者
の

結
婚
相
談
に
応
じ
ま
す

－
沖
縄
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
1

身
体
障
黒
目
帝
て
結
婚
を
望
ん
で
お
ら

れ
る
方
々
に
、
各
円
に
適
し
た
配
偶
君

を
得
て
、
明
る
く
幸
福
な
零
也
を
も
た

れ
る
よ
う
、
結
婚
に
つ
い
て
の
「
相
談
し

「
あ
っ
せ
ん
」
を
次
の
よ
う
に
行
な
っ

て
い
ま
す
。
お
ハ
パ
樵
に
ご
利
用
下
さ
い
。

相
識
の
珊
用
は
無
料
て
す
。

¢
申
込
資
格

川
年
令
．
草
庵
、
障
宜
‥
に
関
係
な
く

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
亡

闇
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
と
き
に
は

申
し
込
み
を
お
こ
と
わ
り
し
ま
す
。

川
朋
／
溝
十
八
才
、
年
卜
溝
卜
六

才
に
遁
し
な
い
者
。

㈱
女
「
は
搬
媚
後
h
ハ
か
月
を
過
ぎ

な
い
と
き
。

日
代
所
不
定
と
認
め
た
と
き
。

H
そ
の
他
、
当
所
が
不
適
当
と
湖
山

め
た
と
き

②
申
込
手
紙

結
婚
の
相
成
ご
舟
望
の
方
は
、
幌
別

と
し
て
近
親
苫
ま
た
は
友
人
、
知
己

に
よ
る
付
添
小
込
入
を
定
め
、
次
の

も
の
を
ご
持
参
の
上
、
ご
り
身
で
お

小
込
み
下
さ
い
。

川
結
姉
川
兼
中
込
］
準
用
紙
は
棚
減
所

に
あ
り
ま
す
一

物
写
此
…
…
最
近
の
も
の
手
札
里
．
柁

刷
身
体
障
朝
‥
署
手
帳

川
吊
軒
圧
‥

③
相
談
の
方
法

お
申
し
込
み
を
受
け
る
と
．
相
成
日

が
バ
し
く
希
望
先
什
等
を
何
が
っ
て

お
き
、
ふ
さ
わ
し
い
万
が
あ
れ
ば
、

日
時
を
定
め
て
当
所
て
は
人
＝
を
し
て

い
た
た
き
ま
す
。
な
お
、
通
路
は
当

所
て
い
た
し
ま
す
。

◎
受
付

．
昨
日
下
前
九
時
I
T
緒
川
咋
′
上
欄
は

十
二
時
ま
て
、
臼
膵
扁
ポ
百
七
揉
ふ

沖
縄
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

結
婚
相
談
顔

t
枯
〇
九
八
八
箪
　
八
三
三
四

日
本
小
削
t
船
舶
枠
在
鴨
川
沖
縄
支
所

て
は
．
小
利
・
船
舶
を
所
有
さ
れ
る
伴

楢
へ
検
在
の
促
進
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
伴
様

〃
の
二
埋
附
と
こ
協
力
を
お
晰
い
し

ま
す

●
受
横
期
限
切
れ
の
小
型
船
紬
に
つ
い

て

小
利
・
舶
舶
の
せ
椅

期
限
は
、
下
表
の

と
お
り
て
あ
り
ま

す
が
、
せ
検
期
限

が
昭
和
兄
い
J
F
▲
一
．

H
．
卜
．
日
ま
て

の
小
里
舶
舶
を
お

持
ち
の
ガ
で
、
ま

た
検
査
を
せ
け
て

い
な
い
ん
は
、
莱

椅
亮
の
ま
ま
で
は

航
行
て
さ
す
～
な
っ

て
い
ま
す
の
で
（
航

行
す
る
と
船
舶
安

全
法
迎
は
に
な
り

ま
す
ご
早
急
に
椅

査
を
せ
け
て
船
舶

嘩
鷹
正
吾
を
持
ち
、

を
せ
け
て
ド
さ
い
。
ま
た
、
爪
望
き

れ
る
ガ
は
、
貸
株
糊
肌
か
昭
和
五
ト

ー
牛
用
‖
以
降
の
場
人
n
で
も
今
す
ぐ

そ
椅
て
き
ま
す
。

な
お
、
小
刑
・
船
舶
の
柄
在
に
つ
い
て

の
く
わ
し
い
こ
と
は
、
下
記
に
聞
い

人
目
せ
卜
き
い
。

氾

H
本
中
里
船
舶
仲
在
機
構
沖
縄
支
所

九
〇
∴
＝
耶
都
市
‖
∵
㌧
ヘ
ー
．

大
洋
物
咤
ビ
ル
．
－
階

川
吊
厄
＃
夏
蘇
瑚

一
哉
！
J
九
八
・
八
嘉
I
L
∴
こ
．
．
〕

船
舶
検
査
済
叫
小
を
貼
り
つ
け
て
か
ら

航
行
し
て
下
き
い
。

○
そ
の
他
の
小
型
船
柏
に
つ
い
て

そ
検
期
限
が
、
昭
和
五
十
‥
牛
．
二
月

三
十
一
日
ま
て
の
小
型
船
舶
を
お
持

ち
の
方
豆
、
な
る
べ
′
、
平
目
に
棟
＃



◆

料　金　表

現　　行　　料　　金 ����改　　定　　料　　金 

栓　　種 �l本木t �基本料金 �超　過　料　金 �壬本木暮 �基本料金 �榊札・六・周乃び付会師 托周柚適 州＝－】5m，までtm，に侶5円 

豪暮用 �ホm■ �19日円 �9ml以上1m川路5円 �ホm’ �甘㌦ 

営業用 �Mml �liHl �1m】以上Im，に付55 �ボm】 �7日り 

官公署 学校用 �1封庸 �7：指 �伽皿出m，に付55 �Hml �75日 

浴場用 �】洲m、 �3．6川l �t仙棚けImに†ナ訓 �1〔巾nl �Ll．封川 �日脚以上1m，に仰5 

臨時用 �1m） �リり � �ホm、 �1，川III �m，uLlm，に什1鵬 

東事共用 �付　41叶 �2則I �5m，以1二1m，に暗5 �†トl灯 � �5m皿上1m一に什精 

－10月l　日－
、＼、、醐萱華誓

・轟㈲川南、欄小幅川．

昭和50年度赤十字募金（一般目糠繍）実績報告雷
l．募金白襟額　286．000円　　乙募金実績額　417，3柑円

種　　別 �目　標碩 �芙絨縞 �達成率 �備　　考 

戸　　別 �円 �251，18。円 �　％ 151 � 

職　　域 � � �13d � 

這十 � � �ト15 � 

ユ戸別募金実績内訳（一世帯50円以上）

区 別 �日 は 射i �一夫　　　　　繊　　　　　翫 �����達 成 率 

こ守　！’ �射　　新 � ��合．汁 

金　射1 �人　Il �・缶　紬 �人　11 

来 �H �　H 36，8川） �　人 封柑 �　円 10，4川） �　人 31 �　円 47．21州 �クも 16ご1 

卜 � � �368 �14．71）い �」17 �Lll，ぐはll �l～く2 

巾 �21．ホ0日 �28，11り �3－1t） � �51 �L日．り川 �2り1 

」ヒ �2H，l川） � �1．1：う �9，8日tI �．；2 � �13り 

南 �制）．1川） � �5り1 �ti．1日Il �1！1 � �tJJ 

西 � � �5日ホ �lUUl日日 �：う1 � �131 

Jll � �l∴1 

明るい村づくりに寄与

定期総会とレクリエーション大会盛況
＿村老人クラブ連合会－

水
道
料
金
が

改
定
さ
れ
ま
す
。

〓
ヰ
余
号
　
L
H
－
〓
予
宣
川
止
′
、
′
‥

に
お
い
て
．
水
根
日
か
再
伸
－
日
に
目

し
＼
　
I
I
り
生
し
一
お
り
可
決
し
E
し
た

へ
ー
咤
の
仙
－
け
H
、
県
直
川
L
H
ゎ
か

し
日
　
日
か
・
り
釣
■
　
H
に
H
h
I
　
／

ハ
ニ
ー
ノ
：
、
こ
か
に
目
し
し
い
る
た
わ

に
な
さ
れ
た
川
ポ
て
ト

県
の
仙
卜
げ
に
り
し
て
は
、
H
か
八

も
市
町
村
余
を
し
云
し
て
．
沌
村
上
仙

上
げ
し
な
い
よ
う
に
曹
・
州
し
て
し
王
し

た
が
、
県
は
、
諸
物
価
の
仁
丹
、
セ
り

わ
け
人
件
照
、
堤
力
理
伎
び
川
地
目
や

給
水
原
価
に
対
す
る
市
町
H
へ
の
給
水

料
金
ヒ
の
差
柚
等
々
に
よ
る
累
枯
心
1

を
理
由
に
仙
上
げ
を
的
行
し
て
お
り
と

す。
諸
物
Ⅷ
高
騰
の
川
、
水
道
日
金
の
仙

上
げ
は
決
し
て
如
圭
し
い
こ
し
一
て
㍑
ム

リ
ま
せ
ん
が
、
仙
T
．
扶
持
制
を
法
て
定

め
・
り
れ
て
い
る
水
道
車
某
ヒ
し
て
は
や

む
を
得
な
い
日
嗣
で
こ
き
い
ま
す
の
て

今
後
ヒ
も
な
お
　
屑
の
水
V
山
車
某
に
り

す
る
こ
理
脈
を
深
め
て
い
た
た
さ
ま
し

て
、
水
道
車
掌
の
健
全
な
運
．
宮
の
た
め

北
川
宜
の
梓
様
の
こ
協
力
を
賜
わ
り
主

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

な
お
、
今
度
の
改
定
料
金
は
、
八
日

－
八
月
分
か
ら
－

分
と
し
て
お
土
払
い
い
／
た
′
＼
刑
余
か

・
り
城
川
さ
れ
王
r
カ
　
7
．
一
フ
や
ぺ
け
吏

〝
、
　
告
某
川
　
川
　
㌦

汀
公
署
で
桂
川
　
し
、
ノ
1
　
㍍
‖
り

川
　
圧
行
㌦
て
皇
作
と
し
て
は
▼
h
㌦

て
ん
記
左
の
と
よ
り
て
す

■
．
】
　
　
　
■
　
1
し
．
　
、
．
．
．
，
　
－

－

　

　

　

－

　

′

－

　

　

′

－

．

日

．

L

 

t

 

L

．

し

■

l

㌧

J

ィ

．

ノ

l

・

＝

て

▼

－

と

1

　

日

い

ゾ

周

れ

＝

し

亡

■

．

い

一

、

日

h

ハ

↓

り

回

小
目
帰
し
－
、
里
付
一
－
ト
」
．
‖
∵
小
山
■
．

ヘ
ー
満
山
ノ
　
ノ
‖
＝
・
′
一
日
亡
‥
り
　
‥
J
／

八
∵
リ
ー
旭
㌔
∴
∵
∴
り
小
、
山
行
こ
し
，
二
．
一

寸
山
、
′
√
回
＝
∵
吊
－
　
叫
■
二
．
．
．
′
・
L
L

H
号
調
ん
＝
‥
、
日
出
ハ
ヘ
〓
カ
サ
れ

し
こ
で
山
川
収
∴
両
り
小
．
い
し
　
〓
㌧
へ
レ
‖

“
一
肌
県
　
高
い
明
日
カ
ツ
汗
付
目
的
帖
．
車

－
∴
仙
・
．
．
‖
∴
㌧
∵
〓
・
・
〓
∴
∴
∴
∴
〓

わ
れ
ろ
小
栗
な
川
九
十
十

月
上
目
‥
日
か
シ
l
「
川
…
吊
に
お
目
い
い
′
■

上
ト
∴
り
こ
二
刷
り
卜
王
∴

眉
伸
行
－
り
－
日
　
日
1
肌
J
t
＝
再
現
n

f

U

4

－

ノ

．

1

り

J

h
い
け
■
′
■
1
日
〓
＝
」
ノ
∵
」
、
∵
∴
」
1
∴
・
▲
日

日

ト

し

一

一

．
　
■
　
二
れ
∴
∴
∵
十
・
享
∴
左
∴
一

イ

′

■

　

し

1

勺

場

叫

二

川

…

両

二

し

■

二

た

し
一
わ
∵
川
ル
ー
と
ト

廿
日
八
一
り
誹
在
い
る
h
た
し
廿
日

巨
は
ハ
廿
へ
・
ヤ
仲
川
し
■
そ
り
・
ハ
′
㌧
と

ソ
井
高
∵
∵
廿
宣
川
・
∵
川
小
川
㍑
け
外

十
ろ

∬∵げ八・・人
叱
り
　
－
川
日
か
∴
　
－
〓
1
て
い
問

い
㌧
　
り
け
〓
…
価
に
　
誹
た
川
ハ
一
㌧
√
守
り

川
ル
＝
一
十
十
二
■
什
ふ
∵
L
L
ー

厄

　

日

儲澗【

日
　
日
力
‥
H
h
〓
七
二
り
吊
二
、

∵
1
．
叶
∴
　
ハ
丘
肝
…
叫
十
一
J
∴
〓
■
、
王

へ
巧
－
∵
り
川
一
打
曲
一
斗
≠
再
主
－

ー
山
一
－
－
つ
－
．
勺

日
．
日
、
イ
調
J
圧
i

▼

－

－

．

－

リ

■

し

一

⊥
㌧
1
－
、
＝
　
1
．

日
r
 
h
‖
　
■
H
H
L
－
■
H
J

、
L
W
 
U
・
1
L
－
り
・
可
∴
．
▼
－

．

1

J

　

，

一

　

＝

　

■

1

　

′

H
闇
に
理
し
い
・
乱

十

㌧

＝

‥

‥

∵

・

・

斗

∵

油

．

．

〓

ト

ト

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
度

赤
十
字
募
金
実
績
報
告

昭
和
江
上
中
江
日
　
日
か
・
り
　
か
‖
1

刷
に
わ
た
り
、
全
県
卜
．
膏
に
亦
I
h
－

柱
企
運
動
か
展
開
さ
れ
圭
し
た
か
∴
　
小

分
圧
に
お
き
王
し
て
も
．
H
尺
首
位
の

多
人
な
る
ご
協
り
に
よ
り
ま
し
て
、
目

標
紬
」
川
古
㌦
に
州
へ
す
る
川
■
し
、

二
n
H
の
黒
紺
を
ふ
け
る
こ
と
か
て

き
ま
し
た
　
二
り
・
心
に
現
し
深
く
悠
誹

目
撃
倉
皇
・
川
の
■
h
㌦
托
、
へ
分
け
一
、

・
七
日
さ
れ
享
†
の
で
、
二
か
．
り

ニ
　
ー
1
1
い
●
．
．
．
．
．

h
某
い
け
余
し
「
一
て
、
効
果
的
に
溝
川
さ

せ
て
い
た
巨
て
∵
ま
す

へ
・
律
と
も
赤
－
下
車
某
ノ
日
成
ハ
ト
し
め
二

輪
り
を
お
願
い
い
た
し
重
十

1

－

hJ

▽
…
　
七
日
二
十
五
巳
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
：

…
合
会
（
会
長
奥
間
敏
雄
、
会
員
九
六
〇
名
）
の
第
十
一
回
定
期
総
・

ノ
…
会
と
第
一
回
レ
ク
レ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
　
：

左
ム
場
に
は
、
余
日
を
は
じ
め
来
r
i
な
と

川
　
．
h
余
か
出
席
し
て
、
．
い
め
㌦
l
品

目
余
に
お
い
て
補
講
き
れ
た
昭
和
川
巨

几
牛
度
の
車
呈
粟
旭
伎
ひ
収
支
決
印
と

昭
和
h
卜
隼
性
の
小
黒
訂
両
伎
ひ
．
「
符

の
剛
日
日
か
．
‖
わ
れ
た
し

川
－
几
牛
度
小
葉
に
お
い
て
は
、
H

て
初
の
と
人
運
動
会
｛
研
究
ッ
ル
ー
ツ

溝
動
、
作
目
州
眠
小
人
J
i
な
ヒ
溝
発
な
溝
勅

を
屁
関
し
て
人
き
な
収
県
を
J
j
さ
め
て

お
り
圭
す
。

h
－
牛
腰
車
業
に
お
い
て
む
、
芭
人
運

動
左
山
、
他
日
し
一
の
交
流
へ
J
i
．
し
ク
レ
ー
ー

／
J
、
／
人
ヘ
ム
、
高
分
苦
学
誠
、
圧
川
親

虹
、
小
目
作
業
昔
々
盗
り
八
州
の
行
水

が
訂
両
さ
れ
て
お
り
、
今
や
に
人
ハ
リ

ー
の
溝
動
∴
り
は
、
明
る
い
村
つ
く
り

に
多
い
に
車
け
り
し
て
い
圭
十

王
た
、
¶
日
は
∵
兄
に
行
わ
れ
た
コ

ー
う
ー
、
ト
ー
へ
1
7
、
征
技
の
桁
存

闘
〃
む
も
二
、
入
賞
帯
へ
日
代
と
ハ
＝
…

か
椚
∵
？
れ
蓋
し
た
．

総
会
に
・
m
い
て
1
便
．
叫
か
・
り
、
し

ヶ
レ
1
・
1
　
／
　
／
大
公
に
移
り
、
井
川

群
て
′
几
－
フ
ヤ
シ
廿
匡
ヘ
ム
〓
そ
れ
に
役
目

た
ち
に
と
る
古
仙
∵
〓
某
の
溝
与
や
兢
明

日
古
此
水
の
ク
で
す
∵
－
、
エ
イ
サ
ー

な
ど
の
∵
？
エ
テ
J
I
に
〓
ん
た
H
L

的
か
も
二
、
会
場
は
某
し
い
乙
二
ヤ
か

な
分
囲
．
八
に
つ
つ
ま
れ
　
に
さ
わ
い
ま

し
た

入
十
着
は
次
の
と
お
り

へ
ち
ま

一
等
＝
徳
里
政
良

二
等
＝
批
付
憲
付
、
北
川
門
如

三
等
＝
川
場
盛
山
、
川
沌
ア
ハ
∵
企
叫

帖
松
∴
〓
城
．
†
＝
洋
友
れ
州
ヤ

川
礼
ウ
ノ
、
－
城
・
…
咽
、
化
城
可
橘

崎
叫
や
隼
　
知
れ
十
エ

に
が
う
り

一
等
＝
油
日
項
…
山
保

二
等
＝
古
川
得
直
、
仰
k
高

三
等
＝
北
川
日
加
、
里
川
偵
畑
、
即
日

ノ
小
沼
、
化
城
吋
盛
、
ケ
叫
帖
梢
、
半

安
座
刷
松
、
池
帰
武
へ
　
川
場
盛
山

地
帰
ウ
マ
、
H
城
・
≠
∴

盆
栽

特
等
＝
〓
俵
ム
…
、
≠

一
等
＝
池
帰
早
＝
川

二
等
＝
知
念
妃
山
、
徳
1
－
も
政
良
、
比
嘉

L

l

∬

＝

三
等
＝
古
淵
宏
雛
、
仰
．
里
廿
里
古
淵

得
溝
．
伸
H
吏
直
助
．
伊
札
永
行
、

・
H
友
れ
剛
勇
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L
U
・
．
卜
L
‖
n
U
r
l
∴
日
1
－

唖
、
・
‥
仙
ト
的
小
、
叶
〃
「
托
7
ラ

ウ
ン
ト
に
お
い
て
、
第
．
－
ト
八

回
古
仙
r
納
付
陸
上
正
江
∵
入
会
か

閥
催
さ
れ
ま
し
た
し

大
人
ぶ
は
、
小
中
高
化
生
か
・
り
ハ

ト
代
、
裾
入
会
ま
て
み
隼
代
屑

が
蒜
托
に
を
加
‖
ト
ラ
′
ク
川
1

7
イ
・
ル
ト
ト
化
神
目
に
わ

た
っ
て
、
k
J
n
町
打
て
競
技
か

屁
問
き
れ
、
多
く
の
村
尺
が
つ

め
か
け
　
に
き
わ
い
ま
し
た

叶
隼
か
・
り
入
会
の
糊
催
時
期
か

約
・
▲
か
〓
も
り
〈
な
り
・
兄
本
番

の
甘
い
催
り
の
開
催
と
な
り

出
場
選
手
は
先
人
と
の
戦
い
も

加
わ
っ
て
き
び
し
い
大
公
に
な

り
圭
し
た
か
、
そ
れ
て
も
祢
題

下
は
日
頃
き
た
え
た
技
を
多
い

に
発
揮
し
て
朋
∵
い
砲
丸
投
の
知

化
久
削
一
申
け
■
超
r
カ
ト
．
1

へ
い
　
　
二
㌔
、
代
目
明
…
投
の
加

九
月
の
行
事

■
三
日
（
水
）

付
「
牒
他
姓
甚
＝
り
隼
刑
余

■
十
六
（
火
）
、
十
七
日
（
水
）

肌
に
化
粧
乍
土
止

■
十
六
日
（
火
）
十
八
日
（
木
）

・
－
‖
ル
津
こ
い

●
十
六
日
（
火
）

帰
人
∴
し
ー
辛
1
・
什
∴
前
日
＝
ヘ
ム

■
十
九
日
（
金
）

L
－
し
い
．
丁
、
′

■
二
十
三
日
（
火
）
　
二
十
五
日
（
木
）

北
巨
鵜
杉
他
用
・
、
い
柚

■
二
十
六
日
（
金
）

．
目
す
・
‖
1
日
1
－
、

■
二
十
八
日
（
日
）

符
け
り
杭
マ
マ
さ
ん
ハ
レ
ー
止
し

念
正
雄
－
来
区
蔽
一
丁
カ
．
－

釆
二
・
－
川
な
ど
従
来
の
記
録
を
大
小
に
更

．
帥
日
に
印
記
録
が
坐
れ
左
八
・
い

J糾してー　・

は
大
き
な
成
果
を
お
き
め
ま
し
た

左
i
j
、
城
端
は
左
の
し
一
お
り

寄
附
金

・
八
日
－
h
リ
「
水
′
－
・
■
圧
し
苗
地
ハ

ト
吋
十
正
一
川
∴
∴
セ
ナ
八
か
∴
∵
　
H
h
・
り

余
に
り
し
丘
ノ
〃
門
の
お
附
が
ふ
り
上

し
た
　
二
㌧
－
じ
二
′
ド
∴
、
人
目
鳩
へ
圭
〓
分

と
し
て
溝
川
さ
け
こ
．
い
た
巨
て
∵
モ
十

h
り
か
し
一
う
二
亨
∴
∵
よ
し
た

香
典
返
し

L
り
圧
‖
∵
嘉
－
納
■
　
粁
地
の

知
手
吏
璧
▲
■
′
八
か
・
り
／
上
的
1
L
川
‖
き
ん

て
、
嘉
卜
血
付
汁
余

の
否
典
高
√
一
と
し
一

机
軋
1
協
議
手
、
余
．
封
の
中
り
捌
か
し
わ
り

主

し

た

・

ム

り

カ

レ

一

1

：

、

■

い

ま

し

た

n
u
澗
げ
．


